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■　

実
施
団
体　

（
敬
称
略
）

８
月
23
日　

泉
区
（
金
井
）

９
月
13
日　

�

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上�

対
策
事
業　

徳
和
活
動
組
織
お

よ
び
北
袋
集
落
（
赤
泊
）

11
月
３
日　

貝
塚
老
人
ク
ラ
ブ
（
金
井
）

11
月
３
日　

莚
場
集
落
（
赤
泊
）

11
月
25
日　

三
川
集
落
（
腰
細
）
（
赤
泊
）

11
月
25
日　

真
野
新
町
集
落
（
真
野
）

１
月
15
日　

�

㈳
新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
佐
渡

ブ
ロ
ッ
ク

１
月
17
日　

�

両
津
地
区
公
民
館
野
浦
分
館�

（
両
津
）

１
月
23
日　

南
新
保
集
落
（
赤
泊
）

１
月
23
日　

中
興
公
民
館
（
金
井
）

２
月
４
日　

�

佐
渡
市
消
費
者
協
会
佐
和
田
支

部
（
佐
和
田
）

２
月
14
日　

赤
泊
自
治
会
（
赤
泊
）

２
月
14
日　

�

両
津
地
区
公
民
館
片
野
尾
分
館

（
両
津
）

２
月
14
日　

大
和
区
（
金
井
）　

２
月
19
日　

�

高
千
・
外
海
府
総
代
会�

（
相
川
）

２
月
20
日　

佐
渡
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

２
月
20
日　

上
山
田
集
落
（
羽
茂
）

２
月
21
日　

�

小
倉
・
長
谷
自
治
公
民
館�

（
畑
野
）

■　

主
な
内
容

Q�　

地
産
地
消
条
例
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

す
か
。

�

A�　

地
元
で
捕
れ
た
物
を
地
元
で
消
費
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
学
校
給
食

な
ど
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
島
外
か
ら
の
食

材
で
し
た
が
、
米
は
現
在
地
元
の
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
あ
ら
ゆ
る
規

格
の
野
菜
を
使
用
す
る
た
め
に
は
、
中
間

処
理
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
地
元
の
食
材
を
地
元
で
食
べ
る
努

力
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
地
元
産
を
使
用
す

る
こ
と
。
学
校
給
食
で
の
米
粉
パ
ン
の
導

入
な
ど
、
地
元
で
の
消
費
拡
大
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

Q�　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。
地
区
に
よ
っ
て
は
実
施
の
効

果
も
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
佐
渡
市
と
し
て

そ
の
先
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

※�

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
…
学
生
が
在
学
中

に
自
ら
の
専
攻
に
関
連
す
る
企
業
や
官
公
庁

な
ど
で
、
将
来
の
職
業
選
択
に
生
か
す
た
め

就
業
体
験
す
る
こ
と
。

A�　

市
の
現
状
と
し
て
、
人
口
の
減
少
に
よ

る
後
継
者
の
不
足
が
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う

こ
と
で
、
将
来
的
に
農
林
水
産
業
の
後
継

者
の
不
足
解
消
や
、
会
社
の
従
業
員
の
確

保
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
で
は
い
く
つ
か
の
大
学
と
包
括
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
佐
渡
に
は
大
学

生
が
多
く
来
て
い
ま
す
が
、
今
ま
で
は
自

由
に
行
動
が
で
き
ま
し
た
が
、
包
括
連
携

協
定
は
授
業
の
一
環
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
各
地
区
の
商
店
街
で
は
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
が
閉
ま
っ
た
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
こ
の
店
舗
の
一
部
を
学
生
た
ち
に
経

営
し
て
も
ら
い
、
活
性
化
策
の
提
案
を
し

て
も
ら
う
こ
と
や
、
佐
渡
に
は
能
舞
台
が

多
く
あ
り
ま
す
が
、
能
の
研
究
に
集
落
セ

ン
タ
ー
を
利
用
し
た
り
、
鬼
太
鼓
を
テ
ー

マ
と
し
た
取
組
み
も
あ
り
ま
し
た
。
交
流

人
口
の
増
加
を
図
り
、
佐
渡
の
魅
力
を
伝

え
た
い
。
佐
渡
の
芸
能
を
継
続
的
に
残
す

こ
と
に
も
繋
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
意
見
ご
要
望

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
21
年
度　

市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
直
接
対
話
し
、日
頃
か
ら
感
じ
ら
れ
て
い
る
行
政
へ
の
要
望
、ご
意
見

を
い
た
だ
く
こ
と
で
、市
政
に
反
映
し
て
い
く
た
め
の「
市
長
と
の
ミ
ニ
対
話
集
会
」を
開

催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。21
年
度
に
お
い
て
、市
内
18
団
体
、６
２
９
人
の
方
々
か
ら
ご
参
加

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、き
め
細
か
な
市
民
対
話
の
積
み
重
ね
を
続
け
、市
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。今
回
会
場
で
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
の一部
を
紹
介

し
ま
す
。


